
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 令和２年９月４日 No.１３ 

佐 世 保 市 立 赤 崎 小 学 校 

学 校 通 信 

文責 校長 鶴田 和久 

ご承知のとおり、長崎県では、８月９日を「県民祈りの日」と定めています。 
これは、原爆犠牲者のご冥福をお祈りするとともに、恒久平和への誓いを新たにするため、

原爆が投下された８月９日の午前１１時２分に全県民が一斉に１分間の黙祷を捧げることを
目的としたものです。赤崎小学校におきましても、８月９日を全校登校日と設定し、この日に
平和集会を行い、原爆の恐ろしさ、戦争の悲惨さについて学び、平和の大切さを確かめる活動
を行う予定でしたが、県内におけるコロナウイルスの感染状況に動きが見られたため、大事を
とって登校日を中止しました。その集会を９月３日に行うことができましたので、概要を紹介
します。 

 まず、集会委員会の児童による 
「今日の平和集会では，原子爆弾の恐ろしさや平和 
の大切さについて、赤崎小学校のみんなで考えてみ 
ましょう。」 
というはじめのことばから始まりました。 
 その後、校長講話をはさんで、６年生による研究 
発表です。 
「６年生の皆さんによる発表です。」という集会委員 
会児童のことばに続いて、６年生全員が体育館の最 
後尾から全校児童の前に整列します。 
そして、パワーポイントによるスライドが体育館 

のステージの背面に大きく映し出されます。 
 発表は、原子爆弾の３つの恐ろしさや原爆投下の 
日時といった基本的な事項をきちんと下級生へ教え 
たあと、赤崎小学校の職員や自分たちが「平和」と 
聞いてイメージするものとして以下の紹介へと続き 
ます。 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
そして、戦争を繰り返さないためには 

８・９  平 和 集 会 

９月２日の夕刻から強い風が吹き始めた今回の台風９号。佐世保市内の小学校におきまして
も、詳細は不明ですが、ガラスや屋根といった施設の破損や停電により給食の提供に影響がで
た学校など、かなりの被害が出ているようです。そのような中、赤崎小学校におきましては、
学校施設には特に大きな被害はなく、子どもたちは元気に学習活動を進めていました。 

けんかもなく、みんなが笑顔で楽しいとき 

みんなで食事ができるとき 

健康で毎日元気でいられるとき 

家族みんなでいっしょにいられるとき 

ゆっくりねむれるとき 

いつも通りにくらせるとき 

すきなことができるとき 

うれしいことがあったとき 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
ということが大切であると伝えてく 
れました。 
最後は、江村先生によるギターの 

伴奏に合わせて、「リボン」の歌を 
力強く歌ってくれました。 
 集会の後、ある先生が伝えてくれ 
ました、 
「６年生の発表、よかったですね。堂々として 

いて、とてもかっこよかったです。」 

わたしも同じ気持ちでした。８月９日にはでき 
ませんでしたが、きちんと準備をしてきたことを 
全校のみんなが見ている前で発表できたこと。と 
てもうれしく思いました。 
その後、全校児童による黙とうを行い、全校合 
唱「青い空は」を歌いました。 
そして、６．２９平和集会で全校に作成を呼び 

掛けた「平和の折り鶴」を集会委員会の児童から 
６年生へ託されました。 
最後に赤崎小平和宣言を全校で読み上げ、おわ 

りのことばを受けて、平和集会は終わりました。 
 

「正しく知る」 

「強く思いを持つ」 

「広く伝える」 

上述しましたが、６年生がよく頑張ってくれたと思いました。少人数の発表ではなく、全員で力

を合わせて、なおかつ、物おじせず、堂々と発表することができました。今年は、なかなか全体で

集まる機会がなく、赤崎小学校の最高学年としての姿を全校児童の前で披露することができてい

ないのですが、当日はさすが６年生。と感じさせられる発表でした。 
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集会で６年生が歌って
くれた「リボン」の歌
詞です 
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